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以下のA～Cのいずれかの方法でご応募くだ
さい。

Ａ：Instagramでの応募方法
香川大学公式Instagramをフォロー後

「#香川大学フォトコン2023_2」、写真タイ
トル/コメントをつけて投稿

　　

Ｂ：メールでの応募方法
写真を添付、件名「香川大学フォトコンテ
スト」、本文に氏名・写真タイトル/コメント・
電話番号を記載して送信

✉：photocon-h＠kagawa-u.ac.jp

Ｃ：（学内者限定）フォームでの
　　応募方法

KADAIGEST　2023年10月発行 　 香川大学広報室  kouhou-h@kagawa-u.ac.jp　　香川大学HP  https://www.kagawa-u.ac.jp/

あなたのご意見をお聞かせください！
「KADAIGEST」では、本誌に関するアンケートを
行っています。ご回答いただいた方の中から
抽選で２名様に香川大学オリジナルバッグを
プレゼントします。
香川大学に関する話題や発信してほしいこと、
ご意見など何でもお寄せください。

こちらのQRコードからアン
ケートにアクセスできます
※令和５年12月28日締切

カダイジン出演者募集中
香川大学のまだ知られていない凄い人を取り上げる企画で、

「立候補」と「推薦」で募集しております。是非ご応募ください!
学内の方はこちらから応募できます（選考あり）
https://forms.office.com/r/CMd3jyTnzW
↓学外の方はこちらのメールから応募できます（選考あり）
kouhougakuseistaff-h@kagawa-u.ac.jp
（メール記載事項）
・連絡先
・氏名
・アピールポイント（写真や動画などを含む）

今までのカダイジンの
紹介はこちら

（香川大学生･教員･
 職員･卒業生 対象）

受賞者　創発科学研究科 ２年  荒木　佑弥
　　　　創発科学研究科 １年  石川　竜大
　　　　創発科学研究科 ２年  亀割　隆世
　　　　創発科学研究科 ２年  島田　啓司
　　　　創発科学研究科 １年  高下　朋子
　　　　創発科学研究科 １年  田原　理加
　　　　創発科学研究科 １年  三浦　倖暉
　　　　創発科学研究科 ２年  三瀬　奈智
　　　　創発科学研究科 ２年  本安　律稀
　　　　農 学 研 究 科 ２年  竹﨑　真帆

第１回香川大学院生に対する学術研究活動表彰式を開催しました
令和５年度の大学院生に対する学術研究活
動表彰式を実施しました。この制度は、学
術研究活動において特に顕著な業績を挙げ
たと認められる大学院生を表彰するものです。
今年度から導入した制度です。今回は大学
院生10名が受賞し、校友会からAmazon
ギフト券が贈られました。表彰式後には参加
者全員で活発な意見交換が行われました。

9/27

香川大学フォトコンテスト2023 part1
選考結果決定！！
ご応募いただいた皆さま、ありがとうござい
ました。68点の応募のなかから、学長賞１点、
広報室長賞１点、アイデア賞２点、特別賞１
点が決定し、表彰式を開催しました。受賞
作品はQRコードからご覧ください。

9/29

香川大学フォトコンテスト2023 part２作品募集中！！
香川大学の魅力を発信する、フォトコンテスト

（第9回）を開催中です。
大学構内の風景や、仲間の笑顔など……。
スマホの撮影でもOKです！
学内外問わずどなたでもご参加いただけます。
今回は２部門設け、より多くのご応募をお待
ちしております！
①一般部門：
　香川大学の魅力を伝える写真。
②テーマ部門：

第75回香川大学祭2023「咲（えみ）」の
魅力を伝える写真。

　①一般部門：
　■学 長 賞 １名：QUOカード １万円分
　■広報室長賞 １名：QUOカード ５千円分
　■アイデア賞 ２名：QUOカード ２千円分
　②テーマ部門：
　■特 別 賞 １名：QUOカード １万円分

　　

（注意事項）
どちら個人が特定される人物が含まれる場
合、必ずご本人（被写体）の承諾を得た上
で応募してください。
応募者本人が撮影した未発表の作品（過度
な画像処理は不可）に限ります。

　　

ご応募いただいた皆さま、ありがとうござい
ました。68点の応募のなかから、学長賞１点、
広報室長賞１点、アイデア賞２
点、特別賞１点が決定し、表
彰式を開催しました。受賞作品
はQRコードからご覧ください。

今井田克己副学長から表彰状が授与されました

それぞれの作品を手にした受賞者

～12/28

香川大学公式Instagram

　Microsoft formsから投稿

詳しい応募方法はこちらから

2023
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今年は各キャンバスに賑わいが戻りました。

◇10/6～8

医学部祭「医学部祭だヨ！全員集合 
～今日だけは鉛筆置いちゃいな祭～」
医学部生の日頃の学習成果の発表の場であ
る医学展や講演会のほか、地域の方々が楽
しめる特設ステージイベントも。軽音楽部・
アカペラサークル「S-po」・ダンス部・医学
部管弦楽団による演奏会のほか、工夫を凝
らした楽しいイベントが繰り広げられました。

◇10/27 ～ 29

香川大学祭「咲（えみ）」
テーマの「咲」には、笑顔あふれる大学祭に
したい！というH.O.P.（大学祭実行委員会）
の想いが込められています。研究室紹介や
サークル展示、また屋外ステージのダンスパ
フォーマンスや演奏、模擬店、キャンパスコ
レクション……どれも大盛況に終わりまし
た。

◇10/28

創造工学部
「オープンキャンパス 2023＆讃工祭」
今年は香川県警察様にもご協力をいただき
移動交番車や白バイ展示を行いました。ま
た、講師にアニメーション監督で大阪・関西
万博テーマ事業プロデューサーの河森正治

氏を招いて特別講演を開催。宝探しやクイ
ズラリー、ビンゴ大会も地域の方々にも楽し
んでもらえました。オープンキャンパスでは
研究展示が人気でした。

◇11/3

農学部「オープンキャンパス・収穫祭」
毎年好評の農場生産物や池戸会OBによる
花と野菜等の販売は長蛇の列ができました。

「動物ふれあいコーナー」や、NPO法人ど
んぐりネットワークとコラボした「どんぐり銀
行」、お国自慢の無料スイーツやドリンクを
提供する留学生Cafeもオープン。また、「農
学部なんでも相談会」では中・高校生が熱
心に話を聞く姿が見られました。

大学祭2023

三木町医学部キャンパス

幸町キャンパス

幸町キャンパス

林町キャンパス 三木町農学部キャンパス



「安全安心なまちづくり関係功労者内閣総理大臣表彰」を受賞
香川大学さぬき再犯防止プロジェクト「ＰＲＯＳ」

「安全安心なまちづくり関係功労者内閣総理大臣表彰」を受賞
香川大学さぬき再犯防止プロジェクト「ＰＲＯＳ」VOICE

TOPICS「香川大学博士フェスティバル」を開催しました  10/27TOPICS「香川大学博士フェスティバル」を開催しました  10/27
令和６年４月開設予定の創発科学研究科
博士（後期）課程を含む、博士（後期）
課程の進学を促進するために今年度初め
て開催しました。
石井知彦学長特別補佐から行政や企業に
よる取り組みが紹介され、末永慶寛創発
科学研究科長から同研究科のカリキュラム
などの説明がありました。
また、博士（後期）課程紹介シリーズ動
画「好奇心に終わりはない！」が学生に
向けて披露されました。
その後、博士課程修了生を採用している
企業、博士（後期）課程在学生、博士前期・
修士課程在学生がパネリストとして参加
し、末永慶寛創発科学研究科長をコーディ
ネーターとして「香川大学大学院博士課
程に期待するもの」をテーマに、パネルディ

スカッションを行いました。パネリストか
らは、企業における博士号取得を推

進する動きの紹介や研究のおもしろさ、
大学に求める支援などについて発言があ
り、参加者との質疑応答の場でも活発な
意見交換がされました。
本学博物館で開催中の企画展とのタイ
アッププログラム『保井コノ－讃岐が生ん
だ日本初の女性博士－』にてイベントは締
め括られました。
当日は、対面・オンラインあわせて学生及
び教職員107名の参加がありました。

私たちは、学生チャレンジプロジェクト   

「さぬき再犯防止プロジェクト（Prevent-Re-

Offense Sanuki）通称ＰＲＯＳ」です！

再犯防止のための活動や勉強会をすること

を目的として、令和2年に発足しました。Ｐ

ＲＯＳでは、出所して現在は社会で暮らし

ている方（以下、「対象者の方」）と交流

する「茶話会」を主な活動としており、定

期的に開催する茶話会が対象者の方に

とって「居場所と出番」になってほしいと

いう願いがあります。私自身は、友人に誘

われてＰＲＯＳに入りましたが、代表を務

める中で、犯罪や非行の背景にある「生

きづらさ」に目を向けることの必要性を学

び、将来も仕事として再犯防止に携わりた

いと思うようになりました。

今回の「安全安心なまちづくり関係功労

者表彰」の受賞は、高松高等検察庁の皆

様がＰＲＯＳを推薦してくださったことが

きっかけです。また、ＰＲＯＳが学生団体

プロジェクトとして発足してから現在まで

活動を継続することができたのは、顧問

教員である平野先生をはじめ多くの関係機

関の方々のご協力とお力添えのおかげで

す。表彰式当日、緊張もありましたが、日

頃お世話になっている方々への感謝の気

持ちを胸にＰＲＯＳ代表として自信をもって

受賞者代表謝辞を述べることができまし

た。

日頃の活動では、茶話会や勉強会だけで

はなく、活動を通して学んだことについて、

地域の方や他の学生への啓発活動も積極

的に行っています。今年も大学祭で、ＰＲ

ＯＳと高松矯正管区とのコラボでＣＡＰＩ

Ｃ製品（刑務作業製品）の展示会を行い、

来場してくださった方々に活動紹介を行い

ました。また、大学祭当日に開催された

ホームカミングデーでも、香川大学のＯＢ・

ＯＧに向けて活動紹介をしました！

活動紹介をする際に心がけているのは、

再犯防止への考えを押し付けないというこ

とです。

「生きづらさ」を抱えた結果、犯罪に至っ

てしまった人がいるということを、まずは

多くの方に知ってもらいたいという気持ち

を常に意識しています。

今回の受賞や活動を通して感じることは、

私たち学生は多くの方々に支えられている

ということです。困りごとがあれば、先生

や友人にすぐに相談できる体制があるの

で、安心してプロジェクト活動に取り組む

ことができています。学生の中には、検

察事務官や保護観察官など様々な道に進

む人がいますが、ＰＲＯＳで得た経験は必

ずどこかで活かすことができると思います。

そして活動に参加している1人1人が、生

きづらさを受容することができれば「誰一

人取り残さない社会づくり」に貢献できる

のではないでしょうか。私も将来、保護観

察官として「生きづらさ」を抱えた人の支

援ができるよう、ＰＲＯＳの活動で得た、

自分から学ぶ姿勢を忘れずに、今後も再

犯防止活動に励んでいきたいです。

高知追手前高等学校 出身

法学部法学科 4 年
西田  侑莉

❸

❶

10月12日総理官邸での授賞式の後、顧問の平野美紀教授と。

学長にPROS学生が受賞の報告を行っている様子 高松高等検察庁、学長、法学部長、PROSメンバーで集合写真を撮りました。

博物館タイアッププログラム
『保井コノ－讃岐が生んだ日本初の女性博士－』

パネルディスカッションの様子

プレゼンテーションの様子

大学祭でのCAPIC製品展示会の様子。2日間で約300人
の方に来場していただきました！

対象者の方と一緒に茶話会をしている様子です！
ガーベラの花のちぎり絵をしながら、楽しくお話をしています。

7月に法学部棟でPROS主催の再犯防止シンポジウムを
開催しました！学外の方約50名と、刑事法入門履修生約
200名を対象に行い、PROS学生も登壇しました。

10月28日のホームカミングデーで、香川大学のOBOG
の方々にPROSの活動報告を行いました！ 

高松矯正管区・高松刑務所の方々に協力していただき、学生が
考えたCAPIC製品の試作品。「しおり」と「エコバック」です。
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の方に来場していただきました！

対象者の方と一緒に茶話会をしている様子です！
ガーベラの花のちぎり絵をしながら、楽しくお話をしています。

7月に法学部棟でPROS主催の再犯防止シンポジウムを
開催しました！学外の方約50名と、刑事法入門履修生約
200名を対象に行い、PROS学生も登壇しました。

10月28日のホームカミングデーで、香川大学のOBOG
の方々にPROSの活動報告を行いました！ 

高松矯正管区・高松刑務所の方々に協力していただき、学生が
考えたCAPIC製品の試作品。「しおり」と「エコバック」です。



TOPICS

以下のA～Cのいずれかの方法でご応募くだ
さい。

Ａ：Instagramでの応募方法
香川大学公式Instagramをフォロー後

「#香川大学フォトコン2023_2」、写真タイ
トル/コメントをつけて投稿

　　

Ｂ：メールでの応募方法
写真を添付、件名「香川大学フォトコンテ
スト」、本文に氏名・写真タイトル/コメント・
電話番号を記載して送信

✉：photocon-h＠kagawa-u.ac.jp

Ｃ：（学内者限定）フォームでの
　　応募方法

KADAIGEST　2023年10月発行 　 香川大学広報室  kouhou-h@kagawa-u.ac.jp　　香川大学HP  https://www.kagawa-u.ac.jp/

あなたのご意見をお聞かせください！
「KADAIGEST」では、本誌に関するアンケートを
行っています。ご回答いただいた方の中から
抽選で２名様に香川大学オリジナルバッグを
プレゼントします。
香川大学に関する話題や発信してほしいこと、
ご意見など何でもお寄せください。

こちらのQRコードからアン
ケートにアクセスできます
※令和５年12月28日締切

カダイジン出演者募集中
香川大学のまだ知られていない凄い人を取り上げる企画で、

「立候補」と「推薦」で募集しております。是非ご応募ください!
学内の方はこちらから応募できます（選考あり）
https://forms.office.com/r/CMd3jyTnzW
↓学外の方はこちらのメールから応募できます（選考あり）
kouhougakuseistaff-h@kagawa-u.ac.jp
（メール記載事項）
・連絡先
・氏名
・アピールポイント（写真や動画などを含む）

今までのカダイジンの
紹介はこちら

（香川大学生･教員･
 職員･卒業生 対象）

受賞者　創発科学研究科 ２年  荒木　佑弥
　　　　創発科学研究科 １年  石川　竜大
　　　　創発科学研究科 ２年  亀割　隆世
　　　　創発科学研究科 ２年  島田　啓司
　　　　創発科学研究科 １年  高下　朋子
　　　　創発科学研究科 １年  田原　理加
　　　　創発科学研究科 １年  三浦　倖暉
　　　　創発科学研究科 ２年  三瀬　奈智
　　　　創発科学研究科 ２年  本安　律稀
　　　　農 学 研 究 科 ２年  竹﨑　真帆

第１回香川大学院生に対する学術研究活動表彰式を開催しました
令和５年度の大学院生に対する学術研究活
動表彰式を実施しました。この制度は、学
術研究活動において特に顕著な業績を挙げ
たと認められる大学院生を表彰するものです。
今年度から導入した制度です。今回は大学
院生10名が受賞し、校友会からAmazon
ギフト券が贈られました。表彰式後には参加
者全員で活発な意見交換が行われました。

9/27

香川大学フォトコンテスト2023 part1
選考結果決定！！
ご応募いただいた皆さま、ありがとうござい
ました。68点の応募のなかから、学長賞１点、
広報室長賞１点、アイデア賞２点、特別賞１
点が決定し、表彰式を開催しました。受賞
作品はQRコードからご覧ください。

9/29

香川大学フォトコンテスト2023 part２作品募集中！！
香川大学の魅力を発信する、フォトコンテスト

（第9回）を開催中です。
大学構内の風景や、仲間の笑顔など……。
スマホの撮影でもOKです！
学内外問わずどなたでもご参加いただけます。
今回は２部門設け、より多くのご応募をお待
ちしております！
①一般部門：
　香川大学の魅力を伝える写真。
②テーマ部門：

第75回香川大学祭2023「咲（えみ）」の
魅力を伝える写真。

　①一般部門：
　■学 長 賞 １名：QUOカード １万円分
　■広報室長賞 １名：QUOカード ５千円分
　■アイデア賞 ２名：QUOカード ２千円分
　②テーマ部門：
　■特 別 賞 １名：QUOカード １万円分

　　

（注意事項）
どちら個人が特定される人物が含まれる場
合、必ずご本人（被写体）の承諾を得た上
で応募してください。
応募者本人が撮影した未発表の作品（過度
な画像処理は不可）に限ります。

　　

ご応募いただいた皆さま、ありがとうござい
ました。68点の応募のなかから、学長賞１点、
広報室長賞１点、アイデア賞２
点、特別賞１点が決定し、表
彰式を開催しました。受賞作品
はQRコードからご覧ください。

今井田克己副学長から表彰状が授与されました

それぞれの作品を手にした受賞者

～12/28

香川大学公式Instagram

　Microsoft formsから投稿

詳しい応募方法はこちらから


